
令和２年度 第３回 国立市スポーツ推進委員定例会 議事録要旨 

 

日 時：令和２年９月１０日 午後７時から８時３０分まで 

場 所：国立市役所 第三・第四会議室 

出席委員：浜田委員、森本委員、保坂委員、長谷川委員、吉野委員、五十嵐委員、森西委員、

原委員 

欠席委員：塩野委員、坂委員、仁科委員 

事 務 局：雨宮部長、高橋係長、矢部会計年度任用職員 

 

１．議題 

（１）ボッチャ体験教室について 

  …資料①「令和２年度ボッチャ体験教室」 

  ・ １０月１０日（土）に実施する体験教室について、浜田委員、保坂委員、１１月 

１４日（土）は、長谷川委員、吉野委員が担当することを確認した。各１名足りない

状況については、欠席委員も含め、再度出欠を確認することとした。 

（２）ボッチャくにたちカップについて 

  …資料②「ボッチャくにたちカップ２０２０」について（案） 

  ・ 事務局より、新型コロナ対策を講じた上での実施案を説明し、実施の可否等につい

て協議し、以下の事項について確認した。 

  ・ 昨年度大会から規模を縮小し、先着１６チームで、１チーム３名から４名でのチー

ム編成とすることとした。なお、個人申込については、昨年度申込がなかったことか

ら、今回大会においては採用しないこととした。 

  ・ また、コート数も２コートに減らし、待機スペースを確保することとした。 

  ・ 試合の形式について、４チームで１組を４組作り、各組上位２チームの８チームが

決勝トーナメントに進む形式をとり、最低でも３試合は行えるように設定すること

となった。 

  ・ コートの仕様について、昨年はスローイングボックスを作らず、真ん中で区切った

形で実施したが、コート端の方での試合が多くなってしまうため、今年度はスローイ

ングボックスを作ることも確認した。 

（３）くにたちウォーキングについて 

  …資料「第３０回 くにたちウォーキングへの協力について（依頼）」 

  ・ 第３０回くにたちウォーキング実行委員会より、スポーツ推進委員へ協力の依頼が

あり、五十嵐委員より、協力依頼内容について、説明を行った。 

  ・ スポーツ推進委員もくにたちウォーキングへ協力していくこととし、協力内容や必

要人数については、実行委員会内で、再度検討してもらうこととした。 

 



（４）ファミリーソフトボール教室について 

  …資料③「令和２年度 社会体育事業実施要項（ファミリーソフトボール教室）」 

  ・ 事務局より、東京女子体育大学の佐藤理恵先生との調整状況を説明し、１２月６日

（日）に谷保第三公園野球場にて実施することを確認した。 

  ・ 今年は新型コロナウイルスの影響で、大学施設での開催ができず、初めての場所で

の開催となるため、最低５名の委員の出席が必要なことを確認した。 

（５）スポーツ子どもの日について 

  …資料④「令和２年度 社会体育事業 スポーツ子どもの日について（案）」 

  ・ 事務局より、東京女子体育大学との調整状況について説明を行った。 

  ・ 大学では、新型コロナウイルスの影響で、外部からの来校者を制限しているとのこ

とで、制限緩和の見込みも未定であるため、総合体育館を会場とすることを想定して

調整していくこととなった。 

  ・ 新型コロナウイルス対策として、競技数は２競技として午前と午後の２部制で実施 

すること、１競技２０名定員（合計８０名）とすることを確認した。 

  ・ 競技種目は、ボディコンタクトの少ない競技を候補に検討していくこととした。 

（６）「くにすぽ」第１１号について 

  …資料⑤「くにすぽ Vol.１１」 

  ・ 編集委員の吉野委員より「くにすぽ」第１１号校正案が提出され、修正事項がなか

ったため、校了を確認した。 

  ・ 今後、１０月１日発行に向け、印刷を実施、市内各施設に配布、東京都各市町村ス

ポーツ主管課に送付することを確認した。 

（７）来年度実施事業について 

  ・ 事務局より、庁内における予算編成の時期であり、予算編成方針や新型コロナウイ

ルスに伴う市財政状況の説明を行い、令和３年度の社会体育事業については、予算調

整状況も踏まえ、事業全体の方向性を協議していくこととした。 

 

２．報告 

（１）社会体育事業報告 

  …資料６「社会体育事業報告書」 

○ボッチャ体験教室 ８月８日（土） 

  ・ 出席した委員より、事業実施の様子について報告を行った。 

  ・ スポーツ推進委員は審判も行い、話をする機会も多いため、次回からフェイスシー

ルドを着用することとした。 

  ・ 途中参加者が、気軽に参加できるよう声掛けをする等、工夫があると良いのではな

いかという意見があり、次回よりこれを改善していくこととなった。 

以上 


